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研究成果の概要（和文）： 
 申請者が新たに開発した偏光フィルタを用いた映像提示方法（MORIテクニック）を用いて、

複数の目撃者に２種類の違う映像を気づかれることなく提示し、その目撃記憶がその後の話し

合いを通してどのように変容していくかを実験的に解明した。映像提示方法としての MORIテク

ニックのさらなる改良も行なうとともに、その効果の検証実験も行った。自分がどの程度よく

目撃できているかについての自覚が同調に影響を与えること、小学生の親子でも必ずしも子が

親に同調するわけではないことなど、を見いだし、研究成果を国内外の学会および研究専門誌

に公刊した。 
研究成果の概要（英文）： 
 By utilizing the presentation trick (the MORI Technique) invented by the principal 
investigator of this research project, we conducted a series of witness memory 
experiments in which two different versions of video clips were presented to pairs of 
participants who acted as co-witnesses. The participants/witnesses did not notice the 
duality of the presented video clips. They were led to discuss what they witnessed 
together just after the video presentation. We found the relative, not absolute 
judgment of credibility was crucial in conformity behavior among co-witnesses. We also 
found that, contrary to the common sense, elementary school children did not 
necessarily conform to their mothers when they co-witnessed a conflicting event. We 
presented these research findings at academic conferences and published in academic 
journals. 
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１．研究開始当初の背景 
 エリザベス・ロフタス(Elizabeth Loftus)
らの先行研究によって、目撃者の記憶が、事

後情報によって容易に変化させられてしま

うことが明らかにされてきた。この実験パラ

ダイムにより、種々の条件下での目撃記憶変

容が明らかにされてきた。そうした中で、同

じ 事 件 や 事 故 を 目 撃 し た 共 同 目 撃 者

(co-witnesses)間での話し合いなどによる情

報の共有がそれぞれの目撃者の記憶をどう

変容させるのかが重要であることがわかっ

てきた。同じ場面に遭遇した複数の目撃者は、

同じ情報を目撃しているが、彼らがまったく

同じ情報を得ているわけではなく、複数の目

撃者間での目撃情報の食い違いはしばしば

生じる。しかし、それを実験場面で偶発的に

生じさせることが難しかった。研究代表者は、

MORI テクニックという新しい映像提示手

法を開発することで、実験的に目撃情報に食

い違いを生じさせることを可能とした(Mori, 
2003)。研究代表者は、この MORI テクニッ

クを活用して、複数の目撃者間で情報に食い

違いがある場合の記憶変容を実験的に研究

してきたが、本研究期間では、国際共同研究

をさらに押し進め、共同目撃者間の同調に関

わる要因を見いだすとともに、研究パラダイ

ムの確立を目指すこととした。 
 
２．研究の目的 
 偏光フィルタを用いることで、複数の目撃

者に気づかれることなく２種類の映像を提

示し、映像提示後の話し合いを通して、食い

違い情報についての同調がどのように起こ

るのか、そうした同調に関わる重要な要因は

何かを実験的に解明することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 種々の実験条件を用意して、MORIテクニッ

クを用いて２種類の映像を提示し、映像提示

後にそれぞれの条件における目撃情報の変

容を記録する。また、目撃者には自身の記憶

についての自信度を報告させるとともに、内

省報告を求める。実験結果は、統計的な処理

を行なう。 

 

４．研究成果 

(1)映像提示方法の改良と実験的検証 

 MORI テクニックのさらなる改良を行い、

より効率的な映像提示方法を行動科学の研

究 方 法 の 専 門 誌 (Behavior Research 

Methods)に公刊した(Mori, 2007a)。また、

派生的に、新しい映像提示手法 fMORI テク

ニック(Mori, 2007b)の開発も行なった。さら

に、２つの映像が本当に別々に２人の目撃者

に提示されているか、また、目撃者が他の映

像に気づいていないかについて、実験的な検

証により確認した(French et al., 2009)。

これら２件についても研究期間内に、行動科

学の研究方法の専門誌(Behavior Research 

Methods)に公刊した。 

 

(2)目撃記憶変容の実験研究 

 前研究課題期間（課題番号 16330139：

2004-2006）中の成果を含め、複数の目撃者

の記憶変容に及ぼす、種々の要因についての

研究成果を国際誌に５件公刊した。 

 共同目撃者の人数の効果を調べた研究

(Mori & Mori, 2008)では、共同目撃者の同

調は多数決的に生じることを確認した。 

 共同目撃者が恋人同士の場合と他人同士

である場合とを比較した実験研究(French et 

al., 2008)では、恋人同士の方が同調が生じ

やすいことを見いだした。 

 ニュージーランドの Victoria University 

of Wellington のギャリー(Maryanne Garry)

らとの共同研究を開始し、MORIテクニックを

使った目撃記憶変容の実験研究が日本人以

外の被験者によっても同様に再現できるこ

とを確認した。この研究成果は、Garry et al., 

(2008) と し て 応 用 記 憶 研 究 の 専 門 誌

(Applied Cognitive Psychology)に公刊され

た。 

 小学生とその母親とのペアを共同目撃者

にした実験(Mori & Kitabayashi, 2009)では、

小学生であっても常に子が親に同調するわ

けではないという、慣例的に信じられている

思い込みを正す発見があった。 

 さらには、共同目撃者に「見え方に違いが

ある」サングラスをかけさせることで、共同

目撃者間の相対的な目撃しやすさの要因を

検証する実験(French et al., 2011)を行な

い、絶対的な見えやすさではなく、相対的な

見えやすさの評価が同調に影響することを

見いだした。 

 これらの研究成果はすべて海外の研究専

門誌に投稿し、研究期間内に公刊された。 

 以上の他に、小学校入学前の幼児のペアを

共同目撃者とした実験を行い、幼児は大人



 

 

（大学生）に比べ、記憶成績が低いだけでな

く、同調もしやすいことを見いだした。この

実験結果に基づく論文は現在投稿中である。 

 ニュージーランドのギャリーら以外の海

外での共同研究も複数開始された。カナダで

は University of Victoria のリンゼイ

(Stephen Lindsay)との共同研究を開始した。

ニュージーランドの University of Otagoの

ヘイン(Harlene Hayne)の研究室でも MORIテ

クニックを用いた目撃記憶の実験研究が共

同研究として始まった。さらに、イギリスの

University of Warwick の ウ ェ ー ド

(Kimberley Wade)とその大学院生との共同研

究も開始された。これらの実験研究はまだ進

行中であるが、その成果の一部は 2011 年 6

月にニューヨークで開催された記憶認知応

用研究学会(Society for Applied Research 

in Memory and Cognition)の定期総会でのシ

ンポジウム(Mori et al., 2011)において報

告された。 
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